
6月４日（木）に明石市教育委員会学校教育課特別支援教育係の中島先生と兵庫県立いなみ野特別支援学

校支援部部長の古田先生、兵庫県立東はりま特別支援学校コーディネーターの上田先生をお招きし、就学を迎え

るお子さまの保護者の方を対象に就学説明会を行いました。「子どもの将来を見据えた適切な就学とは」をテー

マに就学相談の流れや様々な学びの場について写真や図を用いてお話いただき、理解を深める貴重な機会にな

りました。

   これから就学に向けて、お子様たちの視点に立った進路選択を保護者の方と一緒に考えていきたいと思います。

ご参加いただきました皆様ありがとうございました。  （相談員・髙嶋）
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東川園長 挨拶 ～ お子様の気持ちを受け止めながら ～

あおぞら園には、トライやるウィークで3名のお兄さん、お姉さんが来てくれました。初めは、お子様たちもお兄さん、

お姉さんたちも緊張していた様子がありましたが、すぐに仲良くなり、楽しく過ごすことができていました。お兄さん、

お姉さんもお子様たちと同じ目線にたって、ダイナミックに体を動かして遊んだり、ブロックや玩具で一緒に集中し

て遊ぶ様子が見られていました。お子様自ら、お兄さん、お姉さんの手を引いて遊びに誘ったり、「一緒に〇〇しよ

う」と積極的に関わろうとする様子も見られていました。

日々の園での生活、活動の中で私たちが大切にしていること、お子様との関わ

りの中で気を付けていること等を伝えると素直に受け止め、「やってみます！」と

即実行していた姿が印象的でした。

トライやる終盤には、あおぞら園の職員に職業インタビューを行い、この仕事に

就いたきっかけ等質問に答える機会がありました。真剣に話を聞く姿勢や素直に

人の意見を聞いて行動する力はどの職業であっても必要になってくる力です。

あおぞら園での経験で少しでも「子どもたちと関わることが楽しいな」と思えるきっ

かけになればなと思います。 （吉武）

毎年、はるき小児・矯正・歯科の春木先生に年２回来ていただき、歯科検診を行なっています。今年度１回目の

歯科検診を６月９日（火）に実施しました。新年度が始まり、少しずつ園生活にも慣れてきたお子様たちですが、初

めての歯科検診に戸惑う姿も予想されました。歯科検診の前にはクラスで導入を行いました。

歯磨きが苦手なお子様もおられるため、見て分かる形で歯磨きの意味を伝えたり、参加型の導入を行ったりしま

した。実際の歯科検診の時にはドキドキしたり、涙が出たりするお子様もおられましたが、みんな受けることができ

ました。歯科検診では、虫歯のチェックやフッ素を塗ってもらったり、歯磨き指導もあります。歯科通院が難しいお子

様も虫歯がないか、磨き残しがちなところはないか確認することができました。

歯科通院が難しいというお話しは保護者の方からよく聞かれます。虫歯が

できてから初めて通院し、治療することはお子様にとっても保護者の方にとっ

ても大きな負担となります。かかりつけの歯科医院を作り、日頃から定期健診

を行なっておくことで、虫歯の予防になったり、通い慣れた病院で治療を受け

ることができます。園でも歯ブラシに慣れたり、自分で磨く力をつけることがで

きるよう日頃から取り組んでまいります。 （主任・泉川）

梅雨の合間に差し込む日差しに、夏の訪れを感じる季節となりました。園庭では、子どもたちが汗をかきながらも、

砂や水、草花や虫などに興味をもち、全身で季節を感じながら遊ぶ姿が見られます。これからの時期は、暑さに体

が慣れていないこともあり、疲れが出やすくなります。園でも、こまめな水分補給や休息、室温の調整に気を配りな

がら、一人一人の体調に合わせて過ごしていきたいと思います。

7月は、水遊びや感触遊びなど、夏ならではの活動が増えていきます。水の冷たさに驚いたり、泥や泡の感触を

楽しんだりする中で、子どもたちは「やってみたい」「もう一回したい」という気持ちをふくらませていきます。うまくで

きることだけが成長ではなく、少しずつ慣れること、友達の様子を見て興味をもつこと、自分なりの楽しみ方を見つ

けることも大切な育ちです。

先日のパパ会でも、子どもとの関わりについて一緒に考える時間をもちました。子どもと楽しく遊べる時もあれば、

思うように伝わらず、つい強い言葉になってしまう時もあります。けれども、大切なのは完璧に関わることではなく、

「子どもの気持ちを分かろうとすること」「うまくいかなかった時に、もう一度関わり直そうとすること」だと思います。

子どもは、身近な大人に受け止めてもらうことで、少しずつ安心して気持ちを立て直す力を育てていきます。

暑さや生活リズムの変化から、気持ちが不安定になったり、いつもより甘えが強くなったりすることもあります。そ

んな時は、「暑かったね」「疲れたね」と気持ちを受け止めながら、園と家庭で一緒に子どもたちの育ちを見守って

いきましょう。

トライやるウィークを通して ～ 働くために必要な力とは ～

今年度１回目のパパ会を開催 ～ 仲間づくりの場としても ～

歯科検診を行ないました ～ 日頃からの習慣化が大切 ～

６月２０日（土）にパピオスあかしの市民ひろばで『 福祉のしごと就職フェアin明石 』

に参加してきました。合計２８法人が出展しており、あおぞら園のように児童の分野だけで

なく、成人や高齢分野の参加も多数ありました。社会人の方や大学生、高校生も就職活

動をされており、各ブースを回ってお話を聞かれていました。

就職フェアに参加し、あおぞら園の魅力や福祉の仕事の魅力をアピールしてきました。

それぞれに事業所も工夫を凝らし、職場の魅力をアピールされていました。現在、福祉分

野では人手不足が課題の１つです。1人でも多くの方に福祉の仕事の魅力を知ってもら

い、一緒に働く仲間が増えればと思っています。 （主任・泉川）

福祉のしごと就職フェアに参加してきました

6月14日(日)にパパの勉強会・交流会を実施しました。あおぞら園

きらきらに通うお子さんのパパさんが総勢1１名ご参加くださりました。

前半は、東川園長から「こどもの安心を育てるパパの関わり」という

テーマで話があり、皆さん、メモをとりながら真剣に聞かれていました。

東川園長からの「今日は何かひとつ、持って帰ってやりましょう！」のメッ

セージを受け、それぞれ、「こどもとの時間をとってみる」、「こどもの行動

の理由を考えてみる」等、具体的な行動を決意されていました。

後半は、パパさん同士の交流会を行いました。「困っていること・悩ん

でいること」というテーマでのお話では、パパたちから色々な話題が飛び交いました。「うちと同じ困りごと」、「以前

は困っていたけど、乗り越えられた」というお話で盛り上がり、そこから「うちではこんなことをやってみた」、「こんな

ことをしてみてはどうだろう」と活発な意見交換がされました。

今年度はあと2回、パパ会を予定しています。「学びと発見の場」であるとともに「ちょっとリラックスできる場」、

「仲間をつくれる場」にもなるよう、次回以降も企画していけたらと思います。 （花房）

令和９年度に向けて就学説明会を開催 ～ お子様の視点に立って ～
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